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フ ィリ ピンにお ける養殖 エ ビの
台頭 とアグ リビジネ ス
ー フィリピン系資本の展開 を中心 にして
大 江 徹 男
1は じめに一 本稿の課題一
1980年代 にお け るア ジア,特 に本稿 で と りあげ るフ ィ リピ ンに お け るア グ リ
ビジ ネスの展 開 は,二 つ の点で 注 目され る。 ひ とつ は,多 国 籍企 業 と並 んで,
地場 の フ ィ リピ ン系資 本 も重要 な役割 を演 じてい る点 で あ る。 しか も,こ れ ら
アグ リ ビジ ネスの 展開 が,第1次 産業 の構造 変 化 を引 き起 こす ほ どの影 響 力 を
秘 め て い る。い ま ひ とつ は,バ ナ ナな ど従 来 の輸 出産品 が後 退 す る一方 で,そ
れ にかわ って,ア グ リ ビジネ スの 関係 す る新 しい輸 出用 一次 産 品 の伸長 が 著 し
い点 で あ る。 そ こで,本 稿 で は近 年 にお ける フ ィ リ ピンの輸 出産 品 の なか で も
最 も大 きな伸 び を示 して い る養殖 エ ビを分 析 対象 に とりあ げ,同 部 門 にお け る
フ ィ リピ ン系資 本 の展 開状 況 とそ の特徴 につ い て,で き うるか ぎ り明 らか にす
る。
もっ と も,本 稿 で もフ ィリ ピ ンに進 出 して い る多 国籍 企 業 の存 在 を無視 して
い るわ けで は な い。 フ ィ リピ ンは ア メ リカの 植民 地 支配 下 におか れ た こ ともあ
り,早 くか ら米 系 多 国籍 企業 が 進 出 し,こ れ ら企 業 が現 在 で もフ ィ リピ ン経 済






してみ る と,地 場系資本 も重要 な位置 を占めてい るこ とがわか る。 とくに,
フ ィリピン系財 閥は製造業部 門の中核に食品関連企業 を据 えて,農 業 ・食品部
門に積極的な投資 を行 ってい る。 ところが,従 来 のアグリビジネス研究 は,鶴
見 良行氏 のバナナ研究に代表されるように多国籍企業を対象 とした部 門別(産
業別)研 究が中心で あ り,フ ィリピン系資本 に焦点 をあてた研究 の場合で も,
財 閥研究の中のほんの一部 として しか とりあげ られていない2〕。そ こで,第1
次産業及びその関連産業全体の枠組みの中にフ ィリピン系資本の役割 を位置づ
け,多 国籍企業 との関連をふ まえなが ら,ア グリビジネスの展開状況 を把握す
ることが現在重要 となっている。
なお,エ ビの研究 についてはこれ までに幾つかの レポー トが公表 されている
が,,本稿 ではエ ビが新 しい輸出産品 として急成長す るに したが い,大 企業が
エ ビ養殖事業 に大々的に進出 してきてい る点に,と くに注 目して分析 を行 って
い きたい。
そ こで,本 稿では,ま ずH章 でフ ィリピンにおける一次産品の国内総生産 と
輸出額の動向を分析 するなかで,エ ビの台頭を確認 し,あ わせて一次産品の品
目別生産形態及びアグリビジネスの事業形態を整理す る。続 く皿章で は,フ ィ
リピン系資本の代表 ともい えるサ ン ・ミゲル社 に焦点をあてて,同 社のエ ビ事
業 の展 開状況 とその影響 につい て くわ しく検証す る。 なお,本 稿 は,筆 者が




は じめ に,フ ィリピン農業 の主要部門 と水産及び林業部門の生産額(付加価
2)小 池 賢 治 「フ ィ リ ピ ンの 財 閥 経 営 一 ソ リ ア ノ財 閥の 「ゼ ネ ラル ・マ ネ ー ジ ャ ー制 度 』 を 中 心
と して一 」rア ジ ア 経 済 」 第12巻 第12号,1983年12月。
3)例 え ば,村 井 古 敵 ・鶴 見 良 行 『エ ビの 向 こ う に ア ジ アが 見 え る』 学 陽 書 房,1992年 。 村 井 吉







構 成 比 増 減 比
年 度 1976 1980 1985 1988 ユ976-19801980-1985ユ985-1988
全 農 業 部 門 100.0 100.0 100.0100.0 20.4 11.ユ 6.1
農作 物 部 門 61.7 60.7 62.3 59.7 18.4 14.1 1.8
稲 17.9 ユ7.5 17.5 17.G 17.8 10.8 3.6
とう もろ こ し 6.5 6.2 6.3 6.9 14.0 ユ3.7 16.6
コ コ ナ ツ 6.6 5.6 5.3 6.0 2.o 5.4 19.0
砂 糖 き び 7.4 5.7 3.7 2.9 一7 .2 一 27.0 一18.5
バ ナ ナ 2.3 3.3 3.5 3ユ 69.5 19.7 一5 .6
そ の 他 20.9 24.5 25.9 23.8 41.0' ユ7.6 一2 .7
畜 産 部 門 13.8 15.1 18.1 20.6 31.5 33.4 20.4
水 産 部 門 17.0 16.5 16.9 17.4 16.8 13.8 9.1
林 業 部 門 7.5 5.6 2.7 2.4 一10 .0 一46 .8 一7 .3
(注1)1972年 の 価 格 を基 準 とす る。
(注2)客 年 の数 値 は,前 後3年 間 の 平 均 値 で あ る。
(注3)畜 産 部 門 は,畜 産 と家 禽 を 合 計 した も の で あ る。
〔出 所)NationalEconomicandDevelopmentAgency,PhilippineStatisticalYearbook各年 版 よ
り。
値)の推移 をみ てみ よう(表 ユ)㌔農作物部 門は若干の変動 はあ るにせ よ全体
に占め る構 成比はほぼ一定なのに対 し,畜 産部門は1976年の13.8%からユ988年
の20.6%へ上昇 し,70年代か ら80年代前半にか けて大 き く前進 したことがわか
る。80年代後半になると同部門の増加率は多少ペースダウンす るが,そ れで も
農作物部 門の停滞 とは対照的であ る。水産部門 も畜産ほ どで はないが着 実に伸
びている。 もっとも,後 にみ るように80年代に入 ると水産部門の様相は大 きく
変化 し,エ ビに代表 され る養殖 に重心が移 ってい く。
以上のよ うな部 門別の生産動向は,輸 出用一次産品の動向に も反映されてい
る(表2)。近年,輸 出額 を大 きく減 らしてい る砂糖 に対 して,1965年に両方合
わせて も全体 のわずか2.1%にす ぎなか ったパイナ ップルとバナナが,70年代
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1965 1975 1985 1988
伝統輸 出作物
ココナツ製品
砂 糖 製 品










































農林水産輸出総額 100.0 ユ00.0 100.0 100.0
(出所)表1に 同じ
か ら80年代 にか けて急増 し,88年に は20%近 くにの ぼ って い る。 もっ と も,80
年代 後半 にな る と主要 な輸 出先 で あ る 日本市 場 が飽和 状 態 にな り,こ れ ら熱帯
産 果 物 も停 滞局 面 を迎 えるが,こ れ とほぼ 同 じ時期 に エ ビが め ざ ま しい伸 び を
み せ 始 め,砂 糖 は もち ろん バナ ナや パ イナ ップル を も抜 き去 って,一 躍 輸 出用
一 次 産 品 の主役 に躍 り出た ので あ る。 なお ,国 内総生 産で 一定 の伸 び を示 して
いた 畜 産部 門 は,国 内需要 を満 たす の が精 一杯 で,鶏 肉 は こ こ数 年 間輸 出 され
て い ない(豚 肉 もほ んのわ ず か な輸 出 に と ど まる〉。 この 点 は ア ジアで の加 工
型畜 産 の 先発 国で あ る タイ と大 き く異 な る点で あ る。
で は,各 種作 物 は フ ィリピ ンで は どの よ うな形 態で 生 産 され て い る のだ ろ う
か 。 これ を探 るた め に,1980年農業 セ ンサ スを 中心 に分析 して い こ う。 フ ィ リ
ピ ンに お け る農 業 の 中心 は,稲 ・と う もろ こ し ・コ コナ ツで あ り,こ の3大 作
物 だ けで,フ ィリピ ンの農 家 数 と経 営 耕地 面積 の大部 分 を占 めて い る(表3)。
稲 は全 国的 に栽 培 され て は い る もの の,ど ち らか とい うと ル ソ ン島 中心 なの に
対 し,と う もろ こ しは ミン ダナ オ島を 中心 と した南部 地 域,コ コ ナ ツは ル ソ ン
島南 部か ら東部 諸 島 を 中心 と した地域 が 主産 地 とな ってい る。 これ らの主 要作
物 の大 半 は,小 農 民 の手 で 生 産 され て い る。例 え ば,1980年農 業 セ ンサ ス に
フ ィリ ピ ンに お け る養 殖 エ ビの 台 頭 と ア グ リ ビ ジ ネ ス 〔121)29
表3フ ィリ ピンの作 目別 農家数 と経 営耕 地面積 一ユ980
(単位:%)
〔「 、 農 家 数 経営耕地面積
合 計 100..0 100.0
農 作 物 97.7 97.8
稲 47.1 38.6
と う も ろ こ し 22.0 20.ユ
コ コ ナ ツ 20.7 29.2
砂 糖 き び 1.0 3.2
コ ー ヒ ー 1.1 1.3
バ ナ ナ 0.6 0.8







よ って,米 の最大 の生 産州 で あ る ヌエバ ・エ シハ州 をみ る と,全 農 家 の93.1%,
全 経営 耕 地 面 積の94.ユ%が米 作 で 占 め られて い る こ とが わか る。 しか も同州 で
は,全 農 家 の94.4%,経営耕 地 面積 の81.1%が5ha未満 の層 に属 して お り,
ヌエバ ・エ シハ州 産 米 の大 部 分が この層 によ って生 産 され て い る。他 方,セ ン
サ スで 確認 しう る最 大 規 模層 で あ る25ha以上層 へ の集 積 は小 さ く,全 農 家 数
の0ユ%,経 営 耕地 面 積 の3.8%を占め るにす ぎない 。 この よ うな米 作 の特 徴 は ,
とう もろ こ しや コ コナ ツの主 要生 産 地 につ い て も基本 的 にあ て は ま る。
これ に対 して,砂 糖 や バ ナナ,パ イナ ップルな どの輸 出産 品 は,農 家 数 で も
経 営耕 地 面積 で もフ ィリ ピン農業全 体 に占め る比 率 はわ ずか で あ るが ,生 産 が
特 定地 域 に集 中 して お り,経 営規 模 も主 要作 物 の 場合 よ りもは るか に大規模 で
あ る。砂 糖 を例 に取 る と,砂 糖生 産 の 中心地 で あ る西 ネ グロス州 で は最 大規 模
層 へ の 集積 の度 合 いが 高 く,全 農 家 の2,7%にあ た る最 大規 模 層 が 経営 耕 地 総
面積 の43.3%を占 め,そ の平 均 経 営 耕 地 面積 は188.5haに達 して い.る。 上 述
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の米その他 の三大作物 の大半'が同層 よ りもはるかに小規模 な層で生産されてい
ることを考慮 に入れ ると,西 ネグロス州における最大規模層 の大部分 は砂糖生
産者であ ると容易 に推測 しうる。土地所有面積 の点か らみて も,同 じ傾向がみ
とめ られる。例 えば,対 象 を砂糖 に限定する と,1986年時点 で25ha以上 の土
地 を所 有す る1.9%の地主が,砂 糖 きび農地全体 の42.1%を所有 し,地 主直営
の大砂糖農園を経営 してい るのである5)。
比較的新 しい輸 出産品であるバナナやパイナ ップル,エ ビ,あ るいは畜 産部
門では,小 農経営や地主経営に代わ ってアグリビジネスが主導権 を握 りつつ あ
る。例 えば,バ ナナでは多国籍企業4社 とその系列会社の作付面積が全作付面
積の大部分 を占め,パ イナ ップルで も,多 国籍企業2社 の保有面積が全体 の4
割 に及ぶ5)。また,畜 産部門で は家禽の代 表で ある鶏でみ る と,全 体 として は
まだ伝統的な庭先養鶏 の比率が高い ものの,ブ ロイラーだ けをと りだす と様相
が逆転 し,商 業用(Commercial)プロイ ラ7の 比率が全体 の7割 近 くを占め
てい る。 フィリピンにおけるブロイラー生産者 の多 くは首都圏 を中心 としたル
ソン島中部及び南部に集中 し,フ ィリピン系資本5社 によるイ ンテグ レー ショ
ンに組み込 まれている といわれてい る7}。また,80年代後半か ら生産 と輸 出が
ともに急成長 しているエ ビについて も,後 章で詳 しく述べ るよ うに,フ ィリピ
ン系 資本が積極的な事業展開を行 ってい る。
2.ア グ リビジ ネス に よる統合 のパ ター ン
で は,現 代 の フ ィ リピ ンの アグ リビジ ネスは どの よ うな形 態 で 事業 を展 開 し
てい るのだ ろ うか。 ア グ リ ビジネス の展 開 の形態 を,生 産形 態 と資本 系列 とに
注 目 して、筆 者 な りに品 目別 に整理 してみ たの が表4で あ る。











地 主 地場系資本 多国籍企業
直 営 生 産 コ コ ナ ツ 砂糖
契 約 生 産 エ ビ,養 鶏 バナナ
プ ラ ン テ ー シ ョ ン
パ イナ ップル
バ ナナ
(注1)プ ラ ン テー シ ョ ンは,規 模 の ち が い,直 営 農場 と 加工 工 場 が 近 接 して い る な ど の 点 か
ら,単 な る直 営 と区 別 した 。
(注2)バ ナ ナ の 場 合,契 約 生 産 と プ ラ ンテ ー シ ョ ンが 併 存 して い る。
周 知 の よ うに,昨 今 の フ ィ リピ ンで は,農 地改 革 が大 きな政 治 問 題 とな って
い る た め,企 業(特 に外 国企 業)が 広 大 な土 地 を所 有 して,直 接 生 産 に乗 り出
す方 式 はか な りの リス クを伴 う。 そ こで,企 業が 農 民や 地場 の農 園 と契 約 を結
んで 生 産 を 委託 す る形 態が 一 般 的で あ る。 そ う したな かで,い ま な お直営 農場
が 支 配 的 な のが,米 系 多 国籍 企 業2社 一 デ ルモ ンテ社 と キ ャ ッス ル&ク ッ
ク社 を 筆頭 とす るパ イナ ップ ル生産 で あ る。 これ ら多国 籍企 業 は,プ ラ ン
テー シ ョンに お け る生 産 か ら始 ま り,加 工 処 理,輸 送,市 場 開拓 に いた る全 て
の工 程 を 自社 の子 会社 を通 じて掌 握 してい る。 もっ とも,フ ィ リピ ンの 法律 に
よ って外 国 企業 に よる土 地所 有 は禁 じられ て い るため,プ ラ ンテ ー シ ョンの 土
地 は政 府 系機 関が 所有 し,多 国籍 企 業が それ を借 り受 けてい る㌦
一方 ,ブ ロ イ ラー とバナ ナ は,農 民 に生 産 資材 と技 術 を供 給 して,そ の生 産
物 を 一括 購 入す る契約 生 産形 態 が 中心で あ る。た だ し,ブ ロイ ラー が フ ィリ ピ
ン系資 本 に よる農 家 との契 約 生 産が 中心 で あ るの に対 し,バ ナナ の場 合 はか な
り複 雑 で,い く.つか の形態 が 混在 して い る。 ユ ナ イテ ッ ド ・ブ ラ ンズ社 の よ う
に,ひ とつ の フ ィ リピ ン系 農園 と専 属 的 な契約 を結ぶ 場 合 もあ れ ば,キ ャ ッス
ル&ク ック社 の よ うに,自 前 で 農場 を所 有 して直 接 生 産 す る一 方 で,農 家 や
フ ィリ ピ ン系 資 本 の農 園 との契約 生 産 も行 うな ど複数 の形 態 を併 用 して い る場
8)Hayami,op.cit.,p.129.
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合 もあ る9}。エ ビ につ いて は,ブ ロ イ ラー と同様 フ ィ リ ピ ン系 資 本 に よ る委 託
生産 が支 配的 な形 態で あ る。そ こで,章 を改 めて そ の具体 的 な展 開状 況 を 同国
を代 表 す る総合 食 品企 業 で あ るサ ン ・ミゲ ル社 の養 殖 エ ビ事 業 を取 り上 げ て,
検討 す る こ とに しよ う。
III養殖 エビにおけるフィリピン系アグ リビジネスの展開
1.サ ン ・ミゲ ル社 とア グ リビジ ネス
サ ン ・ミゲ ル社 の歴 史 は,ス ペ イ ン統治 下 の1890年に ビー ル業 を 開始 した 頃
にさか の ぼ るこ とが で きる。後 に この ビー ル事 業 を拡 張 し,第 一 次世 界 大戦 を
契機 と して,香 港,上 海,グ ア ムに も輸 出 を始 め てい る。1922年に は ソフ トド
リ ンク部 門 に参入,さ らに25年には ソフ トク リー ムへ と多 角化 を進 め,27年 に
は コカ コー ラと瓶 詰 及 び流 通 に関す る契約 を結 んだ。 第2次 大 戦 後 は,60年代
頃か らア グ リビ ジネ ス部 門 に進 出 し始 め,特 に養 鶏 に お け る イ ンテ グ レー シ ョ
ンに い ち早 く着 手 し,こ の分野 で の フ ィリ ピ ン系 資本 の先駆 的役 割 を はた した。
同社 の1990年の売 上 げ高 及 び営業 利 益 は,そ れ ぞれ5,300億ペ ソ と550億ペ ソ
(日本 円 に換 算 して約2,650億円 と275億円 〉で あ り,そ の7割 を ビー ル を中 心
とす る飲 料部 門が 占 めて い る。現 時 点で のサ ン ・ミゲ ル杜 の アグ リビ ジ ネス部
門の 比重 は,未 だ マ イナー な もの に と どま って い るが,同 部 門 に お け る最 近 の
事業 展 開 はめ ざ ま しい。例 えば,養 鶏 部 門 にお け るイ ンテ グ レー シ ョンを確 立
す る とと もに,そ の経 験 を もとにエ ビ部 門 に乗 り出 し,さ らに養 豚 へ の進 出 を
も検 討 してい る とい われ て い る。 これ に加 え,事 業の 多角 化 を急 速 に押 し進 め,
事業 部 門 の一部 を子 会社 と して ス ピン ・オ フ して,同 社 を 中心 と した 企業 グ ル
ー プを形 成 しつ つ あ る。1992年に飼料 ・畜 産(家 禽 を含 む)部 門 を100%子会
社 と して独 立 させ た の は,そ の代 表 的 な事例 で あ る。 また,事 業 の多 角化 とな
らんで,海 外 へ の事 業展 開 も積極 的で あ る。い まの ところ対 象 とな る事 業 は ビ
ー ル部 門 に 限 られて い るが ,同 社 は香 港で の ビー ル市 場 シ ェ アの60%を 占め て
9)Hayami,op.cit.,P.136.
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い る ほか,1992年 に は イ ン ドネ シ ア で40%の シ ェ ア を 占有 して い た 同 国 最 大 手
ノ
の ビー ル会社(P・T・ デ ル タ ・ダ4カ ル タ社)の 買 収 に も成 功 して い るlo〕。
また,広 東 地 方 を中心 に 中国へ の進 出 に も積 極 的 に取 り組 んで い る。 この よ う
に同社 は,フ ィ リピ ン系 資 本 とい う性 格 に とど ま らず,東 南 アジ ア地 域 に お け
る 「多 国籍 」 企 業 とい う側 面 もあわせ もってい る。
2.農 産物 輸 出の主 役交 替一 地 主 農園 の砂 糖 か ら,ア グ リビジ ネス主 導 の
養 殖 エ ビヘー
す で に,前 章 におい て伝 統 的輸 出 産品 と して の砂糖 の後 退 と新 しい輸 出 産 品
で あ るエ ビの急 成長 が 明 らか に な ったが,こ の主役 の 交替 は砂 糖 の主 産 地,西
ネ グ ロス州 にお け る農 地利 用面 で も大 きな変 化 を引 き起 こ しつ つ あ る。 以下 で
は,こ の 点 につ い て さ らに立 ち入 って検討 した うえ,同 州 で の エ ビ生 産 の 主役
で あ るサ ン ・ミゲル社 の事 業展 開 につ い て具 体 的 に検討 す る こ とに しよ う。
(1>国際 価 格 暴落 によ る砂 糖 の凋落 と養 殖 エ ビへ の転換
1980年代 にお ける国際 価格 の暴 落や ア メ リカに よ る フ ィ リピ ン産砂 糖 へ の輸
入 割 当 量 の大 幅 縮 減 に よ り,フ ィ リピ ンの 砂 糖 生 産 は大 き な打 撃 を受 け17),
1987年には砂 糖 きびの作 付 面積 及 び生 産量 は,ピ ー ク時 の1976年を100とす る
と,そ れ ぞ れ47.9と45.7にまで 減少 したL2レ。
この よ うに,砂 糖 が 大 き く後 退 してい る時 期 に,養 殖 を含 め た 水産 業全 般 の
状 況 は,大 き く変化 して い った 。1980年時 点 で は,沖 合漁 業 と沿 岸漁 業 で水 産
業 の 生産 額全 体 の80%近 くを 占めて い た の に,1989年に は60%に後退 し,そ の
縮 小 分だ け養 殖 が伸 びた ので あ る(表5)。 ま た,養 殖 の内 容 をみ る と,汽 水
域養 殖 で の ミル ク ・フ ィ ッシュ とブ ラ ック ・タイ ガーが大 部 分 を 占め て い る こ
とが わか る(表6)。 も っ と も,ミ ル ク ・フ ィ ッシ ュ とブ ラ ック ・タイ ガ ー と
10)「 日本 経 済 新 聞 」,1992年9月6日 付 。




1980 1985 1986 1987 1988 1989
合 計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
沖 合 漁 業
沿 岸 漁 業





























1980 1985 1986 1987 1988 1989
総 生 産 高 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0





















そ の 他 24.7 25.2 19.8 20.1 16.2 18.1
(出所)表5と 同 じ
を比 べ る と,両 者 は 対 照 的 な動 き を み せ て い る。1980年時 点 で は ミル ク ・
フ ィ ッシュが 圧倒 的な 比重 を占め て いたが,そ の 後 ブ ラ ック ・タ イ ガーが急 上
昇 し,1987年に は ミル ク ・フ ィッシ ュを追 い 越す に至 る。 ま さ に,養 殖 エ ビ,
と りわ けブ ラ ック ・タイ ガーが フ ィリ ピ ン水 産業 の主役 に踊 り出た とい え よ う。
また,こ う した エ ビ養殖 が 特定 地域 に集 中 して い る こ と も,い ま ひ とつ の 特
徴 で あ る。 表7か ら明 らか な よ うに,ミ ル ク ・フ ィ ッシ ュ,ブ ラ ック ・タイ ガ
ー双 方 とも,最 大 の生 産 地 は,砂 糖 の主 要 生 産地 で もあ る西 ネ グ ロス州 を含 む
西 ヴ ィサ ヤで,両 者 と も生 産額 全 体 の1/3以上 を 占め て い る。 こ とに,西 ヴ ィ.
サ ヤ の なか の主 要生 産 地 の ひ とつ で あ る西 ネ グロ ス州 は,と りわ け集約 養殖 が
進 んで い る地 域 といわ れ てい る197。
13)藤本岩夫 「フ.fリピン"エビ"養殖事情(2)」「水産週報』1990年9月25日号。
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表7汽 水域 養殖 で の地域 別生 産比 率一ユ989
(127>35
(単位;%)
汽水域養殖 ミ ル ク フ ィ ッ シ ュ ブ ラ ッ ク タ イ ガ ー
o
全 フ ィ リ ピ ン ユ00.0 100.0 100.0
首 都 圏 0.2 0.3 0.1
イ ロ コ ス 9.7 9.4 8.6
カ ガ ヤ ン ヴ ァ レ ー 0.2 0.4 0.0
中 部 ル ソ ン 28.4 27.3 27.7
南 タ ガ ロ グ 12.4 5.0 18.5
ピ コ ー ル 2.6 2.2 2.9
西 ヴ ィ サ ヤ 34.5 35.8 36.ユ
中央 ヴ ィサ ヤ 1.9 3.7 0.8
東 ヴ ィ サ ヤ ユ.ユ ユ.3 1.0
西 ミ ン ダ ナ オ 4.0 7.9 0.8
北 ミ ン ダ ナ オ O.8 1.6 0.4
南 ミ ン ダ ナ オ 2.5 3.3 1.4
中央 ミンダナ オ 1.6 1.8 1.6
L
(出所)表5と 同 じ
このような西 ネグロス州を舞台 とす るエ ビ養殖 と砂糖生産の盛衰 は,同 州の
経済に少なか らぬ影響 を与 えている。その一例が砂糖か ら養殖 エ ビへの転換で
あ る固。た しかに,現 在で も砂糖産業が向州の主要産業で あることに変わ りは
ない し,養 殖池の面積 もまだ まだ小 さ く,1987年時点で同州の土地全体(農 地
及び森林,牧 草地)の わずか2%に とどま り,既設 の養殖池はマ ングローブを
切 り倒 してつ くられた ものが圧倒的である。だが,表8で も明 らかなように,
建設中や計画 中の池 をみ る と,砂 糖 農園か ら転換 され た養殖池 の比率が 高 く
なってい る。つ ま り,現 地点では同州の砂糖 農園の中核部分は ともか く,少 な
くとも周辺部分を皮切 りに徐々に養殖池への転換 が進んで いるとみ られ る。





表8既 設 ・建設中 ・計画中の養殖地 (単位:ha,%)
転換前の
土地利用
既 設 建設中 計画中 合 計
面積 構成比 面積 構成比 面積 構成比 面積 構成比
砂 糖
コ コ ナ ツ
稲 作





































用 一 次 産 品 の主 役 に 躍 りで た こ とは,同 国 の 第 一 次 産 業 及 び そ の 関 連 産 業 に お
け る 一 大 変 化 で あ る と い っ て よ い 。
② サ ン ・ ミゲ ル 社 の エ ビ戦 略 一 権 エ ビ生 産 か ら輸 出 ま で一
西 ネ グ ロ ス州 に お い て エ ビの 急 成 長 を もた ら した 大 き な 要 因 の1つ は ,サ
ン ・ ミゲ ル 社 に よ る 養 殖 エ ビの 導 入 で あ っ た 。 同 社 は ,新 しい 輸 出 用 一 次 産 品
と して 養 殖 エ ビ に 早 くか ら 注 目 し.1979年 に ブ ラ ッ ク ・タ イ ガ ー 養 殖 発 祥 の 地
で あ る台 湾 の あ る 企 業 と技 術 提 携 を 結 ん で,初 め て ブ ラ ッ ク ・タ イ ガ ー の 養 殖
技 術 を フ ィ リ ピ ン(西 ネ グ ロ ス 州 〉 に 導 入 した15,。さ ら に 稚 エ ビ孵 化 場 や 飼 料
工 場,冷 凍 加 工 工 場 等 々 を 建 設 して ,生 産 一 貫 体 制 を 築 く と 同 時 に,イ ンテ グ
レー シ ョ ン の 進 ん で い る養 鶏 部 門 で 蓄 積 さ れ た 契 約 生 産 の ノ ウハ ウ を 生 か して ,
エ ビ の 契 約 生 産 に 乗 り出 して い く。
こ の よ う に 同 社 に よ るエ ビ事 業 の 特 徴 は ,孵 化 か ら加 工 ・処 麗 輸 出 に い た
る きわ め て 広 範 囲 な過 程 に 直 接 参 入 して,個 々 の 部 門 に お い て 大 き な シ ェ ア を
占 め て い る点 で あ る。 ま た,こ の よ う な資 本 の 動 き は な に もサ ン ・ミゲ ル 社 だ
け に 限 っ た こ とで は な く,他 の フ ィ リ ピ ン系 資 本 も続 々 とエ ビ事 業 に 参 入 して




表9西 ネ グロス州 にお けるふ化場 とそ の生 産能 力
(単位;億 匹,%)










で は次 に,各 過 程 ご とにみ てい こ う。 サ ン ・ミゲ ル社 は,養 殖 池 を造 成 した
うえで,ま ず 最 初 に台湾 か ら導 入 した養 殖 技術 の研 修 を地元 の資 本 家や 地主 を
対象 に実施 した 。 これ に よ って,地 元 の有 力 な地 主 た ち を契 約 生 産 に組 み込 む
こ とに成功 す る171。この契 約で は,同 社 が 契約 生 産者 に対 して飼 料 と稚 エ ビを
配布 し,さ らに技 術指 導 を行 い,そ の代 償 と して 同社 へ の エ ビの 一括販 売 を義
務 づ けてい る。
フ ィ リピ ン全 土 にお け る稚 エ ビ生 産 に 関す る十 分 な統 計 ・資料 は入手 で きて
いな い が,集 約 的 養殖 生 産 の 中心 地 で あ る西 ネグ ロス州 に限 定す る と,表9か
ら も明 らか な よ うに同社 の シェア は他 を圧 倒 して い る。稚 エ ビの供 給 が 集約 的
養 殖 に は必 要 不 可 欠 な だ け に,同 社 の影 響 力 の 大 きさ が容 易 に推 測 しう る。
もっ と も,稚 エ ビと ともに契約 生 産者 に供 給 され る飼料 につ い て は,大 半 を輸
入 に依 存 しな けれ ばな らない のが 現状 で あ る。養 鶏 用飼 料 の生 産 技術 を生 か し
なが ら,エ ビ用飼 料 の 国内生 産強 化 を図 って はい る もの の,輸 入品 と代 替す る






ので,生 産 費 を削減 して 国際競 争力 を強化 す るた め に は安 い 飼料 の確 保 が 不 可
欠 で あ り,こ の点が,フ ィ リピ ンの養 殖 エ ビの1つ の大 きな問題 点 とい え る1',。
次 に,契 約 生 産者 か ら購 入 したエ ビの加工 処理 過 程 に 目を転 じてみ よ う。 サ
ン ・ミゲ ル社 は西 ネ グ ロス州 に2つ の加 工工 場 を所 有 して お り,そ の生 産 能 力
は3,000t,1990年の生 産実 績 量 は2,976tであ っだ 。,。資 料 の制 約 上厳 密 な比
較 はで きな い が,1988年の 西 ネ グ ロス 州 の エ ビ生 産 量 が3,514tで あ る こ と
_V211,1989年に は最 大の エ ビ輸 入 国 日本 の需要 停 滞 で生 産 が全 体 的 に落 ち 込 ん
だ こ とな どを考慮 に入れ る と,.同社 の西 ネ グロス州 に おけ るシ ェ アはか な り大
きい と推 測 され る。 また,同 社 の加 ⊥工 場 は今 後 さ らに拡 張 され る予 定 で,生
産 能 力 を現 在 の3,000tか ら4,740tへ増 大 させ る計 画 で あ る22】。 西 ヴ ィサ
や全 体 で み る と,1989年の 同地 域 の生 産量 が15,699tであ るか ら,仮 に加 工
工 場 が完 全 に稼 働 す れば,当 該 地域 の生 産 量 の約30%を処 理 す る ことが で きる
よ うにな ろ う。
ま た,サ ン ・ミゲ ル社 は,最 大 の 輸 出業 者 で もあ り,1990年の フ ィ リ ピ ン産
エ ビの輸 出量 全体 の ほぼ20%を取 り扱 ってい る2%ま た,主 要 な輸 出市 場 で あ
る 日本 とアメ リカで の市場 開拓 や,高 度 な加 工技 術 を必 要 とす る高付 加 価値 製
品 を生 産 す るため に,海 外 企 業 との技術 協 力 を積 極 的 に推 進 してい る 具体
的 に は アメ リカのNeptuneFisheries社や 日本 の 太 洋 漁 業 と提 携 一 。 ア メ
リカ市 場 にお け る販 売 はNeptune社の販売 網 を通 じて行 わ れ てい る24,。
(3)フ ィリ ピ ン政 府 の保護 育 成策
フ ィリピ ン政府 は,砂 糖 や バ ナナ に代 わ る新 しい 輸 出用 一次 産 品 の育 成 の た









と農地 改革 へ の対 応 が と くに重 要 な ので,両 者 につ いて 簡単 に触 れ てお く。
政 府 は,包 括 的 投 資 奨 励 法 に,エ ビ生 産 のみ な らず 養 殖 エ ビ関 連 分 野 全体
(孵化,飼 料 生 産,養 殖 生 産,加 工,輸 出)を 奨 励 対 象 に含 め て,特 別償 却 の
適 用や 所 得 税 及 び輸 入飼 料 関税 の減 税,技 術 支援 な どの保 護育 成 策 を実 施 して
お り251,ユ986年以 降,養 殖 エ ビ関連 の投 資 額 は急伸 して い る26[。
次 に,農 地 改 革 は戦 後 の歴代 政 権 の最 重要 課題 の ひ とつ で あ ったが ,ま が り
な りに も実効 をあ げ てい るの は,マ ルコス及 び アキ ノ両 政権 下 で実 施 され た農
地 改 革 だ けで あ る。 もっ とも,マ ル コス政権 下で の 農地改 革 は不備 な点 が 多 く,
十 分 な成 果 をあ げ ない ま ま アキ ノ政権 に引 き継 が れ た。 アキ ノ政 権 は,紆 余 曲
折 を経 なが ら も,1987年に新 し く制 定 され た憲 法 に農 地改 革 の実 施 を明 記 し,
憲 法 に従 って包括 的農 地 改革 法 を成 立 させ る こ とが で きた 。 この法律 も問 題点
をか な り含 んで い るが,マ ル コス政権 下 の農 地 改革 で は対 象 を米 と と うもろ こ
しを生 産す る小作 地 の み に限定 して いた の に対 し,現 行 法で は農地 改 革 の対 象
を あ らゆ る土 地保 有形 態,作 物,品 目に広 げて お り,そ の点 で は一 定 の前 進 で
あ る。 しか しなが ら,議 会で は,エ ビの養 殖池 を農地 改革 の対 象か ら除外 す る
こ とを盛 り込 んだ 法 案 が 審議 され て い る27,。生 産者 に とって,農 地 改 革 の 行方
が投資 を妨 げる最大の不安定要 因であるため,も し同法案が晟立すれば,エ ビ
養殖への投資 を進 めるうえで大 きな援護射撃 となろう。 もっとも,全 ての作物,
品 目を改革の対象 とす る ことをうたった包括 的農地改革法の精神か らすれば,
こうした例外 を設 ける ことはやは り大 きな後退 といわざ るをえない。
3.事業展 開上の課題
25>投 資 委 員 会 に 登 録 さ れ た 企 業 数 は ,1985年2社,86年3杜だ った の に,87年 に は24社に ま で 増 え
て い る。 藤 本 岩 央,前 掲 書,参 照 。 エ ビ養 殖 へ の 投 資 総 額 に 占 め る サ ン ・ミゲ ル社 の割 合 は 不 明
で あ るが,全 産 業 へ の 投 資 額 で み る と,1987年の1-10月 間 に 投 資 委 員 会 か ら認 可 さ れ た 内 国 人
投 資 の う ち.同 社 が 約50%を 占 め て お り,食 品 産 業 へ の投 資 の偏 向 が,む し ろ 懸 念 さ れ て い る 。
JETRO、r農林 水 産 ウ イ ー ク リー」1672号,工988年3月7日 。
26)藤 本 岩 夫 「フ ィ リ ピ ン 「'エビ"養 殖 事 情(3)」r水産 週 報 』1990年10月5日号 。
27)ManilaBulletin紙1992年9月26日,
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エ ビ養殖 事 業 それ 自体 に も数 々の問 題が あ る。 特 に,先 に述 べ た よ うにエ ビ
の配 合飼 料 の大半 は高 価 な輸 入 飼料 に依 存 せ ざ る をえ ない た め,飼 料部 門が重
要 で あ る』 そ こで,次 に多 国籍 企 業 との関係 を視 野 に入 れ,飼 料 部 門 に 関す る
幾 つか の問題 点 を検 討 す る こ とに しよ う。現 在,フ ィ リピンで は飼 料 生 産 の約
90%は畜 産 こ とに家禽 用 で あ り,エ ビ用 の飼料 の生 産 は少 部 分 で あ るの で,こ
こで は飼 料 一般 につ い て検 討 す る。
1991年の フ ィ リ ピ ンに お け る飼 料 国 内生 産 量 は 約120万 ト ンで ,前 年 比
11.1%の増 で あ る。 過 去3年(1989-1991)の年 平均 生 産 量 は10%以 上 の伸 び
を記 録 し,飼 料 生 産 は近 年順 調 に発 展 してい る。 現在 ,政 府 に登録 され て い る
飼料 工場 は262工場 あ るが,そ の うち189工場 が 商 業用 で,そ の大 部 分 は工 場 が
マ ニ ラ首都 圏 を中心 と した ル ソ ン島 中部 に集 中 してい る2Bl。 また,企 業 別 の飼
料生 産 の シ ェアにつ い て は,資 料 の制 約が あ るので厳 密 な比較 はで きないが ,
工 場 の生 産 能 力 でみ る 限 り,商 業 用 の全 飼 料 工 場 の生 産 能力7 ,213t(8時間
当 た り)の うち上 位4社 だ けで2,444tと全体 の33.9%を占め て お り,飼 料 生
産が ご く少 数 の企 業 に集 中 して い る こ とは 明 らかで あ る。 なかで も,サ ン ・ミ
ゲ ル社 は飼料 生 産 の最大 手 で,そ の生 産 能力 は 全 商業用 飼料 工 場 の約20%近 く
(17.8%)を占め て い る(表10)。
この よ うに順 調 に伸 びて い る飼料 生 産 の鍵 を握 るの は,飼 料 成 分 の6～7割
を 占め る とう もろ こ しの安 定 的確 保 で あ る。特 に,フ ィリ ピ ンで は,① タイの
タピ オカの よ うな代 替作 物 の開発 が進 ん で い ない こ と,② 飼 料 原 料で あ る小 麦
の輸 入 が厳 し く制限 され て い る こ と,③ と うもろ こ し 自体 の輸 入 規制 は多少 緩
和 されつ つ あ る とは い え,と う もろ こ し生 産者 保護 のた め に まだ厳 し く輸 入 制
限 され てい る等 々の理 由か ら,国 内産 とう もろ こ しの 安定 的供 給 が必 要 不 可 欠
で あ る。 と ころで,フ ィ リ ピンで は と うもろ こ しは,元 来,ミ ン ダナ オ島 を中
心 とす る南 部 地域 にお け る主 食 用作 物 で あ ったが ,近 年食 用 と う もろ こ し(ホ
ワイ トコー ン)生 産 は低迷 を続 け てお り,こ れ と対 照 的 に,飼 料 用 と う もろ こ
28)ManilaBulletin紙,1992年12月9日Q
フィリピンにおける養殖エビの台頭 とアグリビジネス(133)41
表10主 要飼 料 メー カー の1シ フ ト(8時 間)当 り生 産能 力
(単f立;トン,%〉
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上位4社 合計 2,444 33.9
合 計 7,213 ユ00.0
(注1)生 産能 力 は1シ フ ト 〔8時間)当 り
(注2)対 象 とな る の は,199ユ年 時 点 にBureauofAnimalIndustryに登 録
され て い る商 業 用 飼 料 工 場 。
(出所)1992年12月9日 付ManilaBulletin紙よ り作 成 。
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し(イ エ ロー コー ン)の 伸 びが 著 しい(図1)。 これ は,フ ィ リ ピン にお け る
と う もろ こ し生 産 が 飼料 生産 と次第 に リン クさ れつ つ あ る こ とを物語 って い る
が,今 後 飼料 用 とう もろ こ しの生産 が どれ ぐらいの 速度 で ,そ れ ぐらいの量 ま
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で拡 大 で きるかが 同 国 の養 鶏や 養殖 エ ビの将 来 を大 き く左 右 す る こ とに なるの
は確 か で あ ろ う。
で は,と う もろ こ し生産 増加 の要 因 はな にか。 飼料 用 とう もろ こ しで あ るイ
エ ロ ーコ ー ンの生産 増 加の 主 た る要 因 は,作 付地 の拡 大 よ りも土 地生 産 性 の 向
上 に あ る(図2)。 実 際,主 産 地で あ るカ ガヤ ン地 方 で も ミン ダナ オ島 で も,
作 付面 積 はそれ ほ ど増 えて い な い のに土 地生 産性 が 急伸 して い る。 そ の要 因 と
して考 え られ るの は,ハ イブ リ ッ ドを 中心 とす る新 品種 の導 入 とそ れ に伴 う投
入財 の増 加 で あ る。 なかで もと う もろ こ しの種子 開発(特 に ハイ ブ リ ッ ド種)
は,ミ ンダナ オ島 の南 コ タバ ト州 な どを舞 台 に1970年代 後 半 か ら積極 的 に取 り
組 まれ て きて い る。
開発 の 中心 とな って きた のは 多 国籍企 業3社 一 カ ーギ ル社,パ イ オニ ア社,
パ シ フ ィク社 一 とサ ン ・ミゲ ル社 で あ る291。そ の なかで もサ ン ・ミゲ ル社 が
もっ と も早 く参入 して お り,1977年に 自社 の研 究 施設 で新 品種 の 開発 に取 り掛
29)梅原弘光 「フィリピンにおける トウモロコシ生産の展開」梅原弘光編 『東南アジア農業の商業
化」 アジア経済研究所,1989年。
フィリピンにおける養殖エビの台頭どアグリビジネス(135)43
か り,82年に はすで に商業 的 生産 を開始 してい る。 さ らに,同 社 は,ミ ンダナ
オ島 の南 コ タバ ト州 に500haの農 場 と近 代 的 な加 工 ・処 理 工 場 を建 設 し,ビ
ー ルの販 売 網 を利 用 して と うもろ こ し種子 の 販売 をス ター トさせ た。 そ の結 果,
1983年には フ ィ リピ ンにお け る種 子市 場 の24%を 占 め るに い た った30)。た だ し,
詳 しい経 緯 は不 明で あ るが,現 在 はサ ン ・ミゲ ル社 はパ イオ ニ ア社 の フ ィ リピ
ン子 会社 に資 本 参加 して い るだ けで,実 際 の 開発事 業 か らは撤退 して お り3D,
ハ イ ブ リ ッ ド種 子 の 開発 に関 して は フ ィリピ ンで は多 国籍 企業 の独檀 場 で あ る。
フィ リ ピ ン系資 本 は独 自に種子 開発 に乗 り出す よ りも,む しろ技 術力 の優 る多
国籍 企 業 と契 約 を結 んで新 品種 の原 々種 の提 供 を受 け,そ れ を も とに して 国 内
で新 種 子 を生 産 し,農 民 との契 約 生 産 に利 用 す る方式 を選択 して い る。例 え ば,
アヤ ラ則.閥の ア グ リ ビジネ ス部 門を担 って い る アヤ ラ農 業 開発 会社 が そ の代 表
的 な例 であ る。 同社 は,多 国籍 企業 の カー ギ ル社 とパ イ オニ ア社 の双 方 と独 占
的契 約 を結 んで,両 社 に よ り開 発 され た新 品種 の原 々種 を フ ィ リピ ン国内 で 交
配 して種 子 を大 量 に生 産 す るよ うに な った結果,現 在 で は 同社 は と うも ころ し
の国 内種 子市 場 シ ェアの 半 分 を占 め る に至 って い る32】。
IVま と め
フ ィ リ ピ ンの 輸 出 用 一 次 産 品 の な か で 最 も成 長 の 著 しい エ ビ部 門 を 分 析 対 象
に して,フ ィ リ ピ ン系 資 本 の ア グ リ ビ ジ ネ ス事 業 展 開 の状 況 に つ い て 検 討 し て
きた が,最 後 に 今 後 の 展 望 につ い て 簡 単 に 触 れ て お きた い 。 フ ィ リ ピ ン農 業 全
体 を とお し て み る と,農 家 数,経 営 耕 地 面 積 の い ず れ の 面 か ら み て も,比 較 的
小 規 模 な 農 民 経 営 が 生 産 の 大 半 を 担 う米 や と う もろ こ し,コ コ ナ ツが 中心 で あ
り,ア グ リ ビ ジ ネ ス の 展 開 はNAIC(NewlyAgro-industryCountries)を標
修 す る タ イ ほ ど進 展 して い な い 。 と は い っ て も,80年 代 に 入 っ て 伝 統 的 作 物 部
30)Willams,SimonandRuthKaren,AgribusinessandtheSmallscaleFarming,ADynamicPart・
nershipforDevelopment,WesτviewPress,1985.
31)サ ン ・ミゲル社での聞 き取 りによる。
32)CRC,AgribusinessMonitor,VolVl,No,6,Juneユ991.
44(136)第154巻 第2号
門が停滞す るなかで,伸 長著 しい家禽や養殖 エ ビな どの部門において,民 間資
本による積極 的な事業展 開が進行 している事実 を見逃 しては,現 代の フ柔リピ
ン農業 を語れない。近年 の同国にお ける各種 アグ リビジネスぱ,米 系多 国籍企
業主導 の場合 もあれば フィリピン系資本主導 の場合 もあるが,本 稿では,ア ジ
アにおけるアグリビジネスの特徴のひ とつである地場系資本の役割を重視 し,
分析対象 として同国最大の食 品企業であ るサ ン ・ミゲル社の養殖エ ビ部門にお
ける事業展開を取 り上 げた。
同社は,80年代後半 に入 って フィリピンで急激 に伸びているエ ビ養殖 を最初
にてがけ,現 在は契約生産 を軸に,稚 エ ビ生産か ら輸出にいた る諸過程 に直接
参入 し,種 々の過程で大 きなシェアを占めてい る。さらに,農 業構 造に対 して
も少なか らぬ影響 を与 えてい る。例 えば,エ ビ養殖の主産地のひとつでかつ砂
糖 きびの主産地で もあ る西 ネグロス州で は,砂 糖 きびか ら養殖 エビへの転換が
契約生産 とい う形態 をとって進行 しつつあ る。 また,サ ン ・ミゲル社 以外 の
フ ィリピンの有力財閥やそのアグリビジネス関連企業 も相次いでエ ビ養殖 に参
入 して きてお り,各社 の今後 の動 向が大いに注 目される。
もっとも,現 在の フィリピンでは,競 争力強化 の鍵 を握る飼料部 門や技術 開
発 において外国企業に大 きく依存 しなければならないの も,事 実であ る。その
一例 として,飼料 の主原料であるとうもろこしのハイブリッ ド種子開発 を取 り
上げた。なぜな ら,飼 料生産で はフィリピン系資本が大 きなシェアを占めてい
るが,そ の原料 であるとうもろこ しの種子開発能力では多国籍企業の優位 は動
か し難 く,フ ィリピン系企業は補完的 な地位 に甘 ん じている。
それでは,こ れか らも養殖 エビ事業 における統合化 は一層進行 してい くのだ
ろうか。 この問題 を考 えるうえで重要 な点 をひとつあげておこ う。それは,養
殖エ ビ生産の構造再編 の可能性である。 エビはフ ィリピンだ けでな く,他 の東
南 アジアや南 アジア諸国で も有力 な輸出産品 として積極的に生産されている。
しか も,い ずれの国にとって も最大の輸 出市場 は日本であ り,す で にす さま じ
い市場競争が繰 り広げ られ ている。さ らに,養 殖池の老朽化や病気の発生,公
フ ィ リ ピ ンに お け る養 殖 エ ビの 台 頭 と ア グ リ ビ ジ ネ ス(137)45
害 の深刻化な どエ ビの生産基盤それ 自体を揺 るがす ような数 々ゐ問題が各 国で
続発 してお り,ブ ラックタイガー養殖が開発された台湾で は,す で にエ ビ生産
量 は急激 に減少 しつつあ る。エ ビを とりま くこの ような内外 の情 勢下で は,
フィリピンで も比較的粗放的な養殖 に依存 している独立系の生産者がふ るい落
とされ,大 企業主導の契約生産に吸収 されてい くことがおおいに予想 され る。
最後 に,重 要な問題 として,養 殖エ ビの国内主要生産地で共通にみ られるア
グ リビジネス主導の経営戦略が,農 民や農業労働者に どの様 な影響 を与 えつつ
あ るのか とい う点が残 る。 これ は,現 在 のフ ィリピンにおける水産政策 を含め
た農業政策全般 を包括 的に評価するうえで,最 も重要な点であ り,今後の研究
課題 としたい。
